
１．地勢

※1 東経・北緯は、世界測地系を使⽤しています。
※2 面積は、平成２７年１０⽉１⽇現在で国土交通省国土地理院が公表した

「全国都道府県市区町村別面積調」による。

 小平市は東京都⼼の⻄⽅26km、北緯35度43分43秒、東経139度28分39秒に
位置し、武蔵野台地上に平坦な地形をなしています。市域の東は⻄東京市、⻄
は東⼤和市・⽴川市に、南は小⾦井市・国分寺市に、北は東久留⽶市・東村⼭
市に接しています。市域は東⻄約10km、南北4kmで、面積は20.51k㎡であ
り、多摩26市中10番目の広さです。
 市内には7つの鉄道駅があり、⻄武新宿線、⻄武拝島線が市を東⻄⽅向へ結
び、JR武蔵野線、⻄武国分寺線、⻄武多摩湖線が所沢、国分寺⽅面に連絡して
います。
 また、市内を⾛る幹線道路は、市の中央を⻘梅街道、その北側を新⻘梅街
道、南側を五⽇市街道が東⻄⽅向に横断し東京の中⼼部を結び、府中街道、新
小⾦井街道、小⾦井街道が南北⽅向に縦断しています。
 ⽟川上⽔の開通に伴い新⽥開発がなされ、⻘梅街道に沿って列状に並ぶ農家
と、その背後に細⻑い短冊型の畑地と林地のある独特な集落が形成されてきた
歴史があり、その後7つの駅周辺を中⼼に都市化が進み、住宅都市として発展し
てきました。

小平市の位置
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小平市のまちの現況

２．人口

（１）小平市の人口

図表1-1 総人口の推移 平成28年1⽉1⽇現在

資料：住⺠基本台帳人口

 小平市の人口は、平成28年1⽉1⽇時点で18万8,609人であり、平成8年(20年
前)の16万7,045人と比べ、約1.13倍に増加しました。平成25年に対前年度比
で⼤きな増加率が確認できますが、これは外国人登録制度が廃⽌され平成24年
７⽉９⽇より外国人住⺠も住⺠基本台帳制度の対象となる法改正があったため
と推測されます。平成23年はほぼ横ばいとなるものの、総人口は昭和64年から
緩やかな増加を続けています。
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小平市のまちの現況

図表1-2 多摩26市の人口総数 平成28年1⽉1⽇現在

資料：東京都総務局、住⺠基本台帳人口

 小平市は、多摩26市の中で6番目に人口が多く、近隣の７市と比較すると⻄東
京市に次いで2番目に人口が多くなっています。
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小平市のまちの現況

（２）町別の人口

図表1-3 町別の人口 平成28年1⽉1⽇現在

資料：住⺠基本台帳人口
図表1-4 町別の人口と人口密度

資料：住⺠基本台帳人口
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 町別の人口総数は、小川町が多く23,755人であり、次いで花小⾦井20,742
人、鈴⽊町が15,128人となっています。人口密度は、１平⽅キロメートルあた
り10,000人以上の町が多く⾒られ、学園⻄町と学園東町が13,000人を超える値
を示しています。
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小平市のまちの現況

（３）年齢階層別の人口

図表1-5 年齢階層別の人口 平成28年1⽉1⽇現在

資料：住⺠基本台帳人口（※総数には「年齢不詳」を含んでいます)

図表1-6 年齢階層別の人口（男⼥別） 単位（人）

資料：住⺠基本台帳人口
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 平成28年１⽉１⽇現在の年齢階層別の人口構成比を⾒ると、年少人口（0〜
14歳）が13.02％、生産年齢人口（15歳〜64歳）が64.41％、⽼年人口（65歳
以上）が22.57％を占めています。
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小平市のまちの現況

図表1-7 年齢階層別の人口の推移 単位（人）

資料：住⺠基本台帳人口（※総数には「年齢不詳」を含んでいます)

図表1-8 年齢３区分の推移

資料：住⺠基本台帳人口
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 平成24年度から平成28年度の年齢階層別人口の推移を⾒ると、生産年齢人口
の割合が年々低下している⼀⽅、⽼年人口の割合が年々上昇しており、平成28
年度では22.57％に達しています。また、年少人口の割合は、減少傾向にありま
すが、平成27年と平成28年を比較するとほぼ横ばいに推移しています。
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小平市のまちの現況

（４）年齢階層別の社会増減の推移

図表1-9 年齢階層別の社会増減の推移（昭和60年〜平成2年） 単位（人）

資料：平成2年度国勢調査（移動人口集計）
図表1-10 年齢階層別の社会増減の推移（平成7年〜平成12年） 単位（人）

資料：平成12年度国勢調査（移動人口集計）
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15〜19歳 5,373 2,894 2,479 1,807

1,673 1,547 -834
10〜14歳 1,706 871 835 2,114 1,099 1,015 -408
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 国勢調査の移動人口集計によると、小平市の社会増減（転入・転出による人
口の増減）を年齢階層別にみると以下のとおりとなっています。
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小平市のまちの現況

図表1-11 年齢階層別の社会増減の推移（平成17年〜平成22年） 単位（人）

資料：平成22年度国勢調査（移動人口集計）

図表1-12 年齢階層別の社会増減の推移（各年度まとめ）

※平成27年度国勢調査の移動人口集計は、平成29年1⽉に総務省統計局の
 ホームページで公表されます。
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年齢階層
平成7年

〜平成12年
平成17年

〜平成22年

115 204 -40
85歳以上 356 68 288 411 87 324 -55
80〜84歳 279 78 201 319

147 224 -65

年齢階層 転入数 転出数 社会増減
合計 男 ⼥ 合計 男 ⼥

75〜79歳 306 109 197 371

296 328 -73
70〜74歳 405 170 235 440 214 226 -35
65〜69歳 551 281 270 624

563 434 -97
60〜64歳 867 456 411 1,041 585 456 -174
55〜59歳 900 495 405 997

928 622 35
50〜54歳 1,047 601 446 1,102 634 468 -55
45〜49歳 1,585 902 683 1,550

2,153 1,944 -272
40〜44歳 2,406 1,296 1,110 2,528 1,435 1,093 -122
35〜39歳 3,825 1,991 1,834 4,097

2,393 2,613 -1,236
30〜34歳 4,484 2,238 2,246 4,439 2,267 2,172 45
25〜29歳 3,770 1,932 1,838 5,006

366 309 1,919
20〜24歳 4,986 2,320 2,666 2,232 1,058 1,174 2,754
15〜19歳 2,594 1,146 1,448 675

879 841 -145
10〜14歳 901 455 446 892 438 454 9
5〜9歳 1,575 847 728 1,720

第１章

8



小平市のまちの現況

図表1-13 小平市の年齢階層別・年次別社会増減数の推移（男⼥合計）

資料：平成2年、12年、22年度国勢調査（移動人口集計）

 15歳〜19歳及び20歳〜24歳の世代のみ、昭和60（1985）年以降⼀貫して転
入超過となっていますが、その増加⽔準は経年で減少傾向にあります。⼀⽅
で、25歳〜29歳においては昭和60（1985）年以降転出超過となっており、経
年で転出超過の幅が⼤きくなっています。このことから、従来、小平市で⾒ら
れた「⼤学入学に伴う転入超過」という人口流入の動きが年々小さくなってき
ていることに加えて、就職などに伴う他市への人口流出が⼤きくなっているこ
とが⾒受けられます。
 その他の世代においては、特に「平成7（1995）年〜平成12（2000）年」か
ら「平成17（2005）年〜平成22（2010）年」において、ほぼ全世代的に転入
超過から転出超過に転じる、又は転出超過傾向が強まっていることが伺えま
す。特に30歳代の転出超過及び高齢者（特に70歳代以上）の転出超過の拡⼤が
特筆すべき傾向として⾒受けられることから、ファミリー層や高齢者（高齢者
を抱える世帯など）が他自治体へ流出している傾向が推察されます。
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小平市のまちの現況

（５）社会増減及び自然増減の推移

図表1-14 社会増減及び自然増減の推移

※自然増減・社会増減は、各年7⽉1⽇を基準とした過去⼀年間の合計数

資料：小平市住⺠基本台帳

 社会増減については、各年で減少・増加・均衡（増減ほぼ同等の状態）を繰
り返していますが、特に平成19（2007）年及び平成24（2012）年では特筆し
て転入超過となっています。逆に、平成17（2005）年及び平成22（2010）年
については、他年次と比べて転出超過の⽔準が著しくなっています。
 自然増減については、⼀貫して自然増（死亡よりも出生のほうが多い）の傾
向となっており、年次を経るごとに自然増の⽔準が小さくなってきています。
また、その内訳を⾒ると、出生数は各年で増減を繰り返しており⼀定の傾向は
⾒受けられない⼀⽅で、死亡数が経年で増⼤していることから、主に高齢者の
増⼤に伴う死亡者数増加により、自然増の⽔準が減少しているものと考えられ
ます。
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小平市のまちの現況

図表1-15 転入数・転出数の推移

※出生数・死亡数は、各年7 ⽉1 ⽇を基準とした過去⼀年間の合計数

資料：小平市住⺠基本台帳
図表1-16 出生数・死亡数の推移

※転入数・転出数は、各年7 ⽉1 ⽇を基準とした過去⼀年間の合計数

資料：小平市住⺠基本台帳
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小平市のまちの現況

（６）世帯数の推移

図表1-17 世帯数の推移

資料：住⺠基本台帳人口
図表1-18 世帯数の推移

資料：住⺠基本台帳人口
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 昭和62年から世帯数は増加傾向にあり、平成28年度と比較して20年前の平成
8年からは約1.28倍に増加しています。１世帯当たりの人口は減少傾向であり、
平成8年の2.43人から平成28年は2.14人に減少しており、核家族化が進⾏して
いる状況にあります。
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小平市のまちの現況

３．⼟地利⽤

（１）都市計画区域

図表1-19 ⽤途地域構成比 平成28年3⽉25⽇告示

資料：都市計画課

図表1-20 ⽤途地域構成比 平成28年3⽉25⽇告示

資料：都市計画課
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 都市計画法に定める都市計画区域のうち、小平市は全域が市街化区域となっ
ています。住居、商業、工業などの市街地の⼤枠としての土地利⽤を定める⽤
途地域の構成比は以下のとおりで、第⼀種低層住居専⽤地域が最も多く全体の
57.4％を占めています。また、⽤途地域全体に占める住居系の割合は90.8％と
なっています。
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小平市のまちの現況

（２）⼟地地目別課税面積

図表1-21 土地地目別課税面積の推移 単位（ha）

資料：税務課

図表1-22 土地地目別課税面積の推移 単位（ha）

資料：税務課
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 土地地目別課税面積は、住宅地区が最も多く、次に畑が多くなっています。
平成18年以降の推移をみると、商業地区は平成21年から横ばいで、工業地区は
平成18年からほぼ横ばいで推移しています。住宅地区は平成18年から平成27年
まで約1.05倍増加しており、⼀⽅で畑は約0.81倍に減少しています。
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小平市のまちの現況

（３）公道の延⻑及び面積

図表1-23 公道面積の推移 単位（㎡）

資料：道路現況調書、道路課

図表1-24 公道延⻑の推移 単位（m）

資料：道路現況調書、道路課

 市内の公道面積は、主要地⽅道と⼀般都道はほぼ横ばいであり、市道面積は
平成23年から年々増加しており、平成27年は平成23年に比べて約1.05倍の
1,500,936㎡となっています。公道延⻑は、主要地⽅道と⼀般都道の値に変化
はなく、市道延⻑は年々増加しており平成27年は平成23年に比べて約1.04倍の
229,402mとなっています。
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小平市のまちの現況

４．産業

（１）農業

図表1-25 農家数の推移

資料：産業振興課（※印の年次は、東京都による簡易調査）
図表1-26 経営耕地面積の推移

資料：産業振興課（※印の年次は、東京都による簡易調査）

 市の農家は、⼤半が兼業農家となっています。農家数は近年減少傾向にあ
り、平成27年時点で353⼾となっています。経営耕地面積についても近年減少
傾向にあり、平成27年時点で16,708aとなっています。また、⼀⼾あたりの経
営耕地面積は平成27年時点で47.3aとなっています。
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小平市のまちの現況

（２）工業

図表1-27 事業所数・従業者数の推移

※印の年次は従業者規模3人以下の工場を含まない数値である。平成23年度は平成24年2⽉1⽇基準⽇

資料：東京の工業
図表1-28 製造品出荷額等の推移

※印の年次は従業者規模3人以下の工場を含まない数値である。平成23年度は平成24年2⽉1⽇基準⽇

資料：東京の工業

 小平市の工業については、従業者数・製造品出荷額の推移は平成24年まで減
少傾向にあり、平成24年から平成26年まではわずかに増加傾向にあります。
 事業所数の推移も同様に平成24年まで減少傾向にありますが、平成24年から
平成26年まではほぼ横ばいに推移しています。
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小平市のまちの現況

（３）商業

図表1-29 商店数・従業者数の推移

資料：商業統計調査結果(平成19年まで)

経済センサス活動調査結果（平成24年）

経済センサス基礎調査結果（平成26年）

※平成19年までの商業統計調査と平成24年、平成26年の経済センサス調査では
 調査手法が異なるため、差数が全て増加・減少を示すものではありません。

 小平市の小売業は、商店数が昭和63年から年々減少傾向にありますが、従業
者数は昭和63年から平成11年までは増加傾向にあり、平成11年の8,943人を
ピークに減少傾向となっています。経済センサス調査の平成24年と平成26年を
比較すると、商店数、従業者数ともに平成26年は平成24年からわずかに増加し
平成26年は商店数682店、従業者数6,210人となっています。
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小平市のまちの現況

図表1-30 売場面積・年間販売額の推移

資料：商業統計調査結果(平成19年まで)

経済センサス活動調査結果（平成24年）

経済センサス基礎調査結果（平成26年）

※平成19年までの商業統計調査と平成24年、平成26年の経済センサス調査では
 調査手法が異なるため、差数が全て増加・減少を示すものではありません。

 小売業の年間販売額は、昭和63年から増加傾向にあり平成9年に147,735百
万円をピークに、平成11年から平成14年までは減少傾向となりますが、平成14
年からはゆるやかに増加傾向が⾒られ平成19年で132,419百万円まで増加しま
す。経済センサス調査の平成24年と平成26年を比較すると、平成26年は平成
24年からわずかに増加し108,517百万円となっています。
 売場面積は、年間販売額とほぼ同様の推移で、平成9年に113,693㎡とピーク
を向かえます。平成11年は96,971㎡まで減少しますが、平成19年までゆるや
かな増加傾向が⾒られ103,683㎡まで増加します。経済センサス調査の平成24
年と平成26年を比較すると、平成26年は平成24年度から平成26年はわずかに
増加となり100,669㎡となっています。
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小平市のまちの現況

５．開発

図表1-31 生産緑地面積の推移

資料：産業振興課、都市計画課

 小平市の生産緑地は年々減少傾向にあり、平成26年時点で174.4haとなって
います。
 住宅着工については、平成22年から平成26年の間で毎年1000⼾以上の住⼾
が新設されており、その中でも分譲住宅の供給⼾数が多くなっています。
 また、市内の建築物の開発事業件数は、毎年10〜25件程度あり、平成26年に
は15件の開発事業が⾏われ、その中ではマンション開発の占める割合が高く
なっています。
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小平市のまちの現況

図表1-32 利⽤関係別住宅着工数の推移

資料：建築統計年報（東京都都市整備局）都市計画課
※新設とは新築・増築・改築によって住宅の住⼾が新たに造られる工事で、
 その他とは住宅が増築・改築されることで、住宅の⼾が新たに増加しない工事

図表1-33 建築物の開発事業件数の推移

資料：都市計画課
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